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役職 氏  名 学級担任等 担当教科 

校長 平井 秀昭   

教頭 加藤 俊明   

教諭 岡崎 利美 １年１組 保健体育 

教諭 鈴木 悠平 しおかぜ１組 特別支援 

教諭 本庄 昌宏 しおかぜ２組 特別支援 

教諭 堀内美津子 １年副担 数学・家庭 

教諭 山本 彩華 しおかぜ副担 家庭 

教諭 池田 美佳 ２年１組 音楽 

教諭 亀井 雄太 ２年２組 数学 

教諭 野田 恭吾 しおかぜ３組  

教諭 井上 拓也 ２年副担 理科 

教諭 上嶋 秀俊 ３年１組 美術・技術 

教諭 髙田 裕也 ３年２組 国語 

教諭 播磨 香織 ３年副担 英語 

教諭 鈴木美智恵 ３年副担 社会 

養教 山田 紀子 養護教諭 

事務 内海 洋子 事務職員 

用務 岩部  学 用務員 

配膳 吉川 章子 配膳員 

カウンセラー 嶋崎 玲子 スクールカウンセラー 

 

銭函中通信 
小樽市立銭函中学校 
小樽市見晴町２番１２号 
ホームページ公開中 

教育目標  （平成２年４月改訂） 

・よく考え 自ら進んで学ぶ生徒 

・豊かな心を持ち みんなを大切にする生徒 

・目標をもって努力し やりぬく生徒 

・心と体をきたえ 健康の増進にはげむ生徒 

１年間、学校の教育活動にご協力をいただいた保護者と地域の皆様に改めて感謝申し上げま

す。子供たちが、自分の殻を破れるように、「啐啄（そったく）同時」を目指しましょう！ 

校長 田 中 孝 二 
１ 保護者・地域の皆様へ、「啄（たく）」のお願い 

この１年間、コロナ対応で様々な制限がある中、学校に 

多大なる御協力をいただいたＰＴＡ役員や学校運営協議会 

の委員をはじめとする、保護者の皆様と地域の方々に心か 

ら感謝を申し上げます。新年度も、引き続き、本校の教育 

活動へのご理解とご協力をお願いいたします。 

卒業シーズンによく聞かれる「啐啄（そったく）」。 

自分の殻（から）を破って、新たな旅立ちをしようとす 

る人（子ども等）と、導く側の人（親や教師等）との関係 

を表すもので、「啐啄（そったく）同時」という禅の言葉か 

らきています。 

３年生だけでなく、全ての生徒が進学・進級にあたり、 

期待や不安を同時に抱えながら「自分の殻を破ろう」とし 

ているこの時期。子ども一人一人の「啐」のペースに合わ 

せて、学校と地域・家庭が連携を図って、「啄」を行って 

いきたいと思います。 
 
２ 生徒の皆さんへ、「啐（そつ）」の準備を！ 

(1) 卒業証書授与式 

 卒業生にとって集大成の、最後の発表の場。 

これまでの学習の成果を発揮し、入退場、証書の受け取 

り、合唱、卒業生答辞の中での保護者への感謝の言葉など、自分 

の殻を破って、新たな旅立ちを迎える、まさに「啐」の姿であっ 

たと思います。 

                      また、卒業生を送り出す在校生の姿も、とても立派でした。卒 

業生が残した伝統を、在校生の皆さんが、しっかりと受け継いで 

くれることを期待します。 
                       

(2) 修了式 

機会あるごとに、「プラス思考」と「目標に向かう 

登山」のお話しをしてきました。 

始業式までの約２週間、プラス思考で、「夢・目標」 

や「自分の良さ」等について、じっくりと考えてお 

いてください。新学期、その夢や目標の実現に向け 

て、先生方と一緒に考えていきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年度からの感染症対策について 
・マスクの着用：原則、各自の判断とします。 

 ・朝の健康観察：各家庭での実施し、風邪症状がある場合は 

無理をして登校しないでください。 

(チェックシートの確認は行いません) 

 ・換気：気候上可能な限り 10～20 ㎝程度窓をあけて行います。 

「啐（そつ）」とは： 

雛（ひな）が自分で生まれてくるために、内側

から自分のくちばしで、少しずつ時間をかけて卵

の殻（から）をつつき、自分で殻を割っていくこ

と。 
 

「啄（たく）」とは： 

親鳥が雛のペースに合わ 

せて、それを応援する意味 

で、外側から殻をつつくこ 

と。 
 

「啐啄（そったく）同時」とは： 

親鳥と雛のタイミングが合うと、雛がスムーズ

に卵から出てこられる、という意味。 

子どもが「出よう」としている時を見計らい、

導く側の大人がサポートする。この時、雛がまだ

つつこうとしていないのに、親鳥が先につついて

殻を破ってしまっては、雛は生まれられない。 

そのタイミングが大事で、早すぎてもダメ、遅

すぎてもダメ、ということ。 

【自分の「運命」を左右するのは「思考」である】 
 

思考に気をつけなさい、それはいつか言葉になるから。 

言葉に気をつけなさい、それはいつか行動になるから。 

行動に気をつけなさい、それはいつか習慣になるから。 

習慣に気をつけなさい、それはいつか性格になるから。 

性格に気をつけなさい、それはいつか運命になるから。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

4月6日（木）の日程について 
                  

 （在校生）  

  8時30分  登校：玄関で新学級を確認してください。 

  9時～       着任式、始業式、学活 

   （給食あります） 

１３時３０分  入学式 

１４時３０分頃 下校 

  ＊全員が入学式に参加します。 

 （新入生） 

  12時4５分～13時００分 登校 

   ＊準備の都合上、早く来すぎないでください。 

   ＊玄関で所属学級を確認し、受付をしてください。 

  13時25分  新入生入場開始 

  13時30分  入学式 （14：00頃終了予定） 

  14時～    学活 

  15時30分頃 下校 

  ★新入生保護者の皆様へ 

   ・１３：２０までに受付を済ませてください。 

   ・各家庭の参列者は２名までとします。風邪症状があ

る場合、参加はご遠慮していただきます。 

・ 自家用車でのご案内ご来場はご遠慮ください。 
（駐車スペースはありません。路上駐車厳禁です） 

<その他＞  

 ・在校生、新入生ともに教科書を入れる大きなカバンを 

持ってきてください。 

 ・上靴も含め、持ち物には必ず名前を書いてください 

（例年、他の人のものを間違えて持ち帰る事案が発生 

しております）。 

＊３月2４日段階の予定です。変更がある場合は学校ホーム

ページに掲載します。 

お世話になりました 

春の異動で７名の職員が本校を去ることになり

ました。保護者・地域の皆様には大変お世話になり

ました。 ありがとうございました。 

田中 孝二   校長：後志教育局へ 

髙橋 直 主幹教諭：蘭越中学校へ 

中村恵里子  教諭：鹿追中学校(十勝管内)へ 

中村 桃香   教諭：京極中学校へ 

米澤 尚子   教諭：菁園中学校へ 

八幡睦実養護教諭：退職 

上野 祐一 冬季用務員：任期終了 

頑張る銭中生   ※敬称略  
 
●第 6７回全日本学生美術展覧会  

佳作  A（２Ｂ） 

●日本実用英語検定  

準2級 B（２A）  

3級  C（１A）D（１A） 

春休みの生活について 

 
短い休みではありますが、以下の点についてご家庭でのご指導

のほど、よろしくお願いします。                        

①時間を意識した生活 

  ４月からの登校に備え、登校時と同じ起床時間、就寝時間

で。食事の時間も同様に 

②適切なスマートフォン、インターネットの使用 

使用は２時間以内で２２時以降は使用しない、個人情報を

流布しないなど、適切な使用をするように。 

 ③交通安全 

融雪に伴い自動車の速度が上がることが懸念されます。急

な飛び出し等しないよう。また、休日等も含め、部活動時

の自転車での登校は安全面を配慮して禁止しております。 

 

↑ 変更の可能性もあります 

★ 3 年生:6 時間授業 

1，2 年生：4 時間授業 

(登校日は全て給食があります) 

13：35～ 

授業参観 


